
No.290 サッポロビールは今から148年前の明治9
年（1876年）9月、開拓使の一事業として、こ
こ北海道札幌に誕生しました。その名も「開拓
使麦酒醸造所」。因みに、同年同月には北海
道大学の前身である札幌農学校が開校して
おり、言わば同級生ということになります。
開拓使麦酒醸造所のあった場所は今の

サッポロファクトリーレンガ館やアトリウムのあた
りです。目の前の北3条通りは、道庁を出発
点にして、両側に製糸所、葡萄酒醸造所、製
網工場など数多くの開拓使の工場があり、開
拓使通りと呼ばれていました。
開拓使の目的は、北海道開拓推進により殖

産興業による国富増進、民度の向上により北
方帝政ロシアに対し最大の防壁となること、と
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言われており、ビール醸造事業は外貨を稼ぐ
意味でも最も有力な産業の一つと見られてい
ました。

さて、開拓使麦酒醸造所の設立に大きく関
わる二人の人物がいます。
一人は村橋久成。天保11年（1840年）、薩

摩藩加治木島津家の分家に生まれ、将来は
家老職を約束された名門の出でした。慶応元
年（1865年）薩摩藩の命で英国へ留学派遣
され、欧米列強の脅威を体感しています。帰
国後、函館（戊辰）戦争では同郷薩摩出身で
後の開拓使長官となる黒田清隆の部下として
活躍、明治4年（1871年）開拓使の官吏となり
ます。
もう一人は中川清兵衛。嘉永元年（1848
年）新潟県三島郡与板生まれ。慶応元年
（1865年）幕府の厳しい禁を犯し単身英国へ
密航します。その後ドイツへ移り、家僕として働
いているところを後の外務大臣となる青木周
蔵に見出され、ドイツ最大級のビール醸造所
で2年間修業をします。そして、明治8年
（1875年）10年ぶりに帰国、開拓使の麦酒醸
造人となります。
二人は出会い、ビール醸造所の建設に取り

組みます。当初醸造所は青山の官営農場（現
在の青山学院大学）に建設され、その後札幌
に移転される予定でした。
しかし、中川が学んできたのはドイツ式のラ
ガービールであり、当時横浜の居留地などで
製造されていた上面発酵タイプのエールビー

ルと比較すると、より大量の氷が必要です。ま
た、北海道岩内町にビールの原材料である
ホップが自生していたこと、北海道がビール
醸造に適した気候であること、その後の移転
建設コストがかからないこと等から、当初から
札幌で醸造所を建設すべき、と村橋は考えま
す。当時、上司の決定事項に意見することは、
馘を覚悟の時代でしたが、結果、稟議は決裁
を得ます。
晴れて明治9年（1876年）9月23日に札

幌で醸造所が完成、ビール醸造も始まります。
当初準備した酵母が発酵しない、瓶は舶来
ビールの空き瓶を利用していたため瓶が不足
するなど、数 の々トラブルがありましたが、遂に
明治10年（1877年）、「札幌冷製ビール」が完
成、初出荷されます。まずは東京の黒田清隆
宛にビールが送られますが、瓶内の残存酵母
が再発酵し栓が飛び、中身が全く残っておら
ず、厳しく𠮟責をされました。
その後、栓を針金で留めるなどの工夫で

様 な々困難を乗り切り、「札幌冷製ビール」は
順調に売り上げを伸ばしていきました。
開拓使麦酒醸造所の時代から現在のサッ

ポロビールまで、トレードマークは五稜星。明治
の初め、北海道に渡る人 は々夜空に煌めく北
極星を目指し、北へ向かいました。

150年が経ち、札幌は光り輝く街となりました。
今宵は先人達に思いを馳せ、星を見ながら麦
酒を傾けてはいかがでしょうか？

村橋久成 中川清兵衛 「札幌冷製ビール」のラベル
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